失敗しないメンバーズカード活用法　–　chap-06　　　　　ライトスタッフ　

六．「ポイントカードの発行システム」は、いくらの費用がかかるの？

　「ポイントカードシステム」には、２種類のものがあります。

　　以下に特長と費用の概算をご紹介いたします。

　　（一）オフライン仕様（ポイントカード発行機単体で使用をする場合）

　　　　通常に、「ポイントカードシステム」と言えば、「オフライン」の仕様が一般的です。

　　　　レジの横に置いて、（レジと連動していません）ご利用金額を入力することで、ポイントの加減算をするものです。

《機器および価格構成》

　　　　①ポイントカード発行機　・・１台あたり、約２０万から３０万円[税別]（機種、仕様により異なります）

　　　　　※発行機には、「テン・キー（数字キー）」がついています。

　　　　②ポイントカード　　　・・　表１色、裏１色　１０００枚作成にて　約２０万円[税別]

　　　　③その他オプション

　　　　　＊ポイントカード発行機の機種によっては、指定のレジスタとの連動が可能です。

＊また、専用の「顧客管理」ソフトを使用すれば、ポイントカード発行機のデータをパソコンに取り込み、売上

データの加工や分析などが可能です。

※顧客管理ソフトは、利用する「ポイントカード発行機」の台数により、価格が異なります。

　約５０万円[税別]前後から

《システム導入の留意点》

　　　　　　オフライン仕様のポイントカードは、比較的、手軽に導入できるシステムとなっています。

　　　　　　八章「ここが間違っている！ポイントカード運用方法！」もご参考にご検討ください。


（二）オンライン仕様　（コンピュータと接続して、使用する場合）

「ポイントカード発行機」と上位のコンピュータと接続し、データ管理をします。

したがって、「ポイントカード」に保持されている情報は、上位のコンピュータにも、保持されることとなります。

本システムで、「ポイントカード」を運用する場合には、「メンバーズカード」と同様に、会員登録をして、運用する

ことが多いようです。　したがって、「ポイントカード」と「メンバーズカード」の両方の特長を併せ持ったカード

となります。

《費用の構成》

①ポイントカード発行機　（１台あたり　約２０万円[税別]・・機種、仕様により異なります））

　　　※通常は、複数台数の運用が想定されますので、必要台数分の費用が必要です。

②システム開発費用

　　　※オンライン仕様を選択されるお客様の場合には、既存の自社システムとの接続や、他の業務との連携しての

運用が想定されます。　開発仕様、内容により、費用は異なります。

[参考価格　]ソフトの開発費用について（目安として、ご覧ください）

　　[一人月]・・一人のソフト開発担当者が１カ月、掛かって開発できる仕事量を示します。

　

◆上業企業様　　　　　　　　・・一人月　２５０万円から３５０万円[税別]

　　　　　　　◆中堅レベルのシステム会社様・・一人月　１５０万円から２５０万円[税別]

◆小企業様　　　　　　　　　・・一人月　１００万円から１５０万円[税別]

◇ソフトの開発費用は、人件費を基本にさまざまな要素を加えて、算定されます。

実際の費用としては、①開発工数②開発期間（時間）③開発言語④技術の難易度⑤担当者の技量⑥営業経費など、

開発する会社の企業規模などにより、異なります。
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